



















































（1）既成研修の改善   
現在，文科乱 県図書館協会，地方自治体等に  
よってさまざまな研修が行われている。これには  
東京以外で受講できるよう配慮  


















る日本図書館協会の取り組みは十分ではない。   
既成の研修と競合する研修を企画する前に，研  
修情報の提供，既成の研修の改善，専門書・講義  
録・教材等の作成や出版を優先すべきである。   
図 沓 館 雑 誌 Vol，96．No．4 2βJ   




























ものではない。   
研修に取り組む前提として，専門職員の資格と  
養成に対する長期的視野を確立する必要がある。  







必修科目になっているのである。   
そのため，これまで大学図書館職員や学校司書  
の法制化が取り組まれてきたが，実現に至らな   
2．研修推進のための基本的課題   








































232 図 書 館 雑 誌 2002．4．   
かった。このように，わが国には，図書館専門職  
貞全体を包括する制度は存在しない。専門職旦の  












































































②学力検定試験   
法律学では，2000年度から財団法人日弁連法務  
研究財臥 社団法人商事法務研究会の主催で「法  
学検定試験」が13），経済学では，2001年度から日  
本経済学教育協会によって「経済学検定試験」が  
行われている1d）。これらの試験の目的は，1．全国   
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とし，社会に訴える機会を設けるべきであ．る。   
それには，他館種の図書館職員や関係団体から  
信頼される活動が必要である。これまでの公立図  
書館中心の組織運営を見直すとともに，「すべて  
の館種を支える図書館のナショナル・センター」  
論を克服し，各館種の図書館協会等と協力するこ  
